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・景気が不安定で状況は厳しい。今年度の収入見込みは対計画△２８億円で、１１１

６億円となる見通し。年度末に向けて具体的に行動して収入確保をしていく。 

・関連事業は来年度、用地の減少などで厳しくなる。 

・会社施策に対して協力いただいている事は認識している。未来への投資をしっかり

経営陣に伝える。 

 
・対前年で見れば収入はプラスで、組合員の努力の結果。 

・輸送障害や欠車・コンテナ不足が未だに発生していて、荷主にも迷惑を掛け

ている。この状況で鉄道貨物輸送を選ぶだろうか？経営陣から鉄道事業の

黒字化に向けた覚悟が見られない！結局今までの延長ではないか!! 

・トータルの収入動向では支払い能力は充分にある！ 


